
表紙絵募集にたくさんのご応募
ありがとうございました。

　第60号で表紙を飾る絵を募集したところ、たくさんのご応募をいただきました。
　議会広報調査特別委員会で厳正なる選考を行い、西福間在住の繁澤 遊子さんの絵を
採用することにしました。繁澤さんには、今号から１年間「世代をつなぐ」をテーマに市内
の風景やイベントの絵で表紙を飾っていただきます。
　また、惜しくも選考されなかった作品も福津市の風景やいきいきとした人たちを描い
た素晴らしい絵ばかりでした。感謝の気持ちを込めて、応募された作品を紹介いたします。

はんざわ ゆうこ
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会
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まちづくり基本構想に向けた予算をチェック

令和2年度予算が決まりました

249億5,256万円
一般会計

一般会計歳入 一般会計歳出(目的別)

415億6,655万円

❶ 共　　育　誰もが「未来の創り手｣として育つまち
❷ 地域自治　人がつながり活躍する共助と共働のまち
❸ 健　　康　健康で生き生きと暮らせるまち
❹ 安全安心　安全・安心・快適に住み続けられるまち
❺ 環境保全　自然・歴史・景観などの資源が守られ生かされるまち
❻ 地域産業　地域の産業が経済を支えるまち
❼ 観光振興　福津の魅力を生かした持続可能な観光のまち  

※予算の総額は一般会計及び特別会計、企業会計を
　合わせた総額となります。

　市長から令和２年度の市政運営の指針とまちづくり基本
構想に基づく予算案が提案されました。
　３月６日・10日・11日の３日間、全議員で構成する予算審
査特別委員会において審査を行った結果、すべての予算案
は原案どおり可決され、次年度の使い道が決まりました。
　歳入には市民の皆さんから納めていただいた大事な税
金も含まれています。それだけに予算審査特別委員会では
慎重に審査し、熱のある質疑が行われました。
　円グラフは主要な費用の内訳をあらわしています。
　（詳細は広報ふくつ5/1号をご覧ください）

総　額

まちづくり基本構想の7つの目標像

【事業名】がん検診事業及びが
　　　　   ん検診推進事業
【事業費】2,611万円
【内容】がんの早期発見、早
期治療で、がんによる死亡
率を低下させるために各種
がん検診を行う事業

【事業名】し尿処理施設整備
　　　　事業
【事業費】487万円
【内容】令和6年度以降、し尿
等の処理を予定している古
賀市し尿処理施設整備に係
る基本計画策定事業

【事業名】産品消費拡大・販      
　　　　 売促進事業
【事業費】201万円
【内容】福津産品の販売促
進のため、継続的な消費拡
大につなげるブランドPRイ
ベント事業

【事業名】教育相談事業
【事業費】1,854万円
【内容】スクールカウンセラ
ー等を配置し、いじめや不
登校などに関する助言や援
助を行う事業

【事業名】強い農業・担い手づ
　　　　  くり総合支援事業
【事業費】10億5,000万円
【内容】勝浦のＪＡカントリー
エレベーターを、宗像市のカ
ントリーエレベーターに統合
する事業

【事業名】農業用ため池ハザー
　　　　  ドマップ作成事業
【事業費】3,586万円
【内容】防災重点ため池の周
辺状況等をもとに避難場
所、避難経路を表示したハ
ザードマップを作成

【事業名】防犯灯ＬＥＤ化支援
　　　　事業
【事業費】135万円
【内容】令和2年度から6年
度まで、自治会が行う防犯
灯LED化工事に対して補助
金を交付する事業   

【事業名】コンビニ交付事業
【事業費】543万円
【内容】マイナンバーカード
を活用して全国のコンビニ
で住民票や印鑑証明等を交
付する事業

市税
67億3,115万円

27.0％

地方交付税
47億4,200万円

19.0%

国・県支出金
79億4,438万円

31.9%

市債
13億2,830万円

5.3%

繰入金
11億8,040万円

4.7%
その他

14億4,081万円
5.8%

その他
15億8,552万円

6.3%

37.5%62.5%

自
主
財
源

依
存
財
源

歳入合計
249億5,256
万円

民生費
105億4,284万円

42.2%

教育費
38億754万円
15.3%

総務費
25億1,501万円

10.1%

公債費
19億6,029万円

7.9%

衛生費
18億8,542万円

7.6%

土木費
15億5,673万円

6.2%

土木費
15億5,673万円

6.2%

農林水産業費
14億2,039万円

5.7%

農林水産業費
14億2,039万円

5.7%

消防費
8億923万円
3.2%

消防費
8億923万円
3.2%

議会費
2億2,672万円

0.9%

議会費
2億2,672万円

0.9%
商工費

1億8,546万円
0.7%

商工費
1億8,546万円

0.7%
その他
4,293万円
0.2%

その他
4,293万円
0.2%

歳出合計
249億5,256
万円

●❶

●❷●❺

●❹●❼

●❻ ●❸
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福井　崇郎
ふくつ未来

教
育
環
境
を
ど
の
よ
う
に
充
実
さ
せ
て

い
く
の
か
。

　
ハ
ー
ド
面
で
は
急
増
す
る
児
童
生
徒

や
校
舎
老
朽
化
に
対
応
す
る
た
め
、
福

間
小
の
増
築
工
事
や
福
間
中
の
増
築
建

替
工
事
を
行
う
。
ま
た
、
各
学
校
の
体

育
館
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
向
け
た
設
計

な
ど
快
適
で
安
全
安
心
な
生
活
が
送
れ

る
よ
う
環
境
整
備
を
行
う
。

　
ソ
フ
ト
面
で
は
学
級
数
増
加
に
対
応

す
る
教
室
備
品
等
の
整
備
、
児
童
生
徒

の
学
習
環
境
の
充
実
に
も
努
め
る
。
令

和
２
年
度
は
、
小
・
中
学
校
合
わ
せ
て

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
５
名
増
員
を

予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
「
チ
ー
ム
学
校
」

と
し
て
の
組
織
力
を
強
化
し
、
教
職
員

が
児
童
一
人
一
人
に
向
き
合
う
時
間
を

十
分
に
確
保
で
き
る
よ
う
に
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
専
門
家

の
配
置
も
拡
充
す
る
。

空
き
家
物
件
の
現
状
と
活
用
は
。

　
平
成
27
年
度
の
空
き
家
実
態
調
査
で

空
き
家
物
件
は
３
７
６
件
で
あ
り
、
新

た
な
状
況
把
握
の
た
め
実
態
調
査
を
令

和
３
年
度
に
計
画
し
て
い
る
。

　
津
屋
崎
空
き
家
活
用
応
援
団
の
取
り

組
み
の
も
と
、
遠
賀
信
用
金
庫
と
市
が

包
括
協
定
を
結
び
、
借
家
人
が
お
金
を

借
り
ら
れ
る
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
が
で

き
た
。
津
屋
崎
地
区
内
に
点
在
す
る
空

き
家
、
空
き
店
舗
を
民
間
主
導
で
宿
泊

施
設
等
に
転
用
し
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
ツ
ー

リ
ズ
ム
へ
の
利
活
用
に
つ
な
げ
る
た
め

の
支
援
を
行
う
。

郷
づ
く
り
の
担
い
手
は
高
齢
化
と
固
定

化
が
進
ん
で
い
る
。
自
治
会
は
加
入
率

の
低
下
が
地
区
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
へ
の
施
策
は
。

　
青
少
年
活
躍
推
進
係
を
昨
年
４
月
に

設
置
、
中
学
生
未
来
会
議
を
開
催
し
た
。

「
女
性
げ
ん
き
塾
ふ
く
つ
姉
妹
」
は
講
座

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
郷
づ
く

り
へ
の
企
画
提
案
も
行
い
女
性
リ
ー

ダ
ー
育
成
に
つ
な
が
っ
た
。
男
女
共
同

参
画
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
で
は
、
女
性
の

自
治
会
長
が
み
ん
な
を
巻
き
込
む
楽
し

い
自
治
会
づ
く
り
を
行
っ
た
体
験
談
を

市
内
に
発
信
。
毎
月
開
催
の
さ
さ
え
合

い
協
議
体
は
、
多
様
な
方
の
自
主
的
な

参
加
で
地
域
の
支
え
合
い
活
動
の
情
報

共
有
や
つ
な
が
り
づ
く
り
の
場
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
市
民
と
一
緒
に

取
り
組
む
人
材
発
掘
や
人
材
育
成
の

マ
ッ
チ
ン
グ
が
進
め
ば
課
題
解
決
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。

ふ
れ
あ
い
広
場
ふ
く
ま
や
あ
ん
ず
の
里

市
、
魚
セ
ン
タ
ー
の
産
直
施
設
の
さ
ら

な
る
充
実
を
。

　
産
直
施
設
充
実
の
具
体
策
と
し
て
、

魚
セ
ン
タ
ー
で
は
魚
の
鮮
度
を
保
つ
た

め
に
水
槽
の
整
備
を
行
い
、
ふ
れ
あ
い

広
場
ふ
く
ま
で
は
取
扱
商
品
充
実
の
た

め
の
機
械
の
導
入
を
計
画
し
て
い
る
。

地
域
商
社
福
津
い
い
ざ
い
は
、
直
売
所

間
流
通
、
市
外
へ
の
販
路
拡
大
、
ふ
る

さ
と
納
税
出
品
商
品
の
選
定
や
選
ば
れ

る
た
め
の
助
言
を
し
て
い
く
。
ふ
る
さ

と
納
税
の
出
品
が
福
津
の
農
水
産
物
の

Ｐ
Ｒ
や
情
報
発
信
と
な
る
た
め
、
ブ
ラ

ン
ド
向
上
や
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
に

な
り
、
農
業
者
・
漁
業
者
・
事
業
者
の

所
得
向
上
を
目
指
す
。

質疑答弁

質疑答弁

①持続可能なまちづくりの推進に向けて
②共育：誰もが「未来の創り手」として育つまち
質疑 教育環境をどのように充実させてい

くのか。
③地域自治：人がつながり活躍する共助と共働
のまち

④健康：健康で生き生きと暮らせるまち
⑤安全安心：安全・安心・快適に住み続けられる
まち
質疑 空き家物件の現状と活用は。

⑥環境保全：自然・歴史・景観などの資源が守られ
生かされるまち

⑦地域産業：地域の産業が経済を支えるまち
⑧観光振興：福津の魅力を生かした持続可能な
観光のまち

⑨公共施設等の総合管理計画の推進について

１ . 福井 崇郎【ふくつ未来】・・・ P5

・・・ P5

①市政運営の指針について
質疑 市の経済動向をどう捉え、将来の財 

政力向上をどのように図るのか。一般
会計と他会計を合わせた財政収支の
あり方や改善点は。

②「中期財政見通し」などに基づく行財政運営に
ついて
質疑 中期財政見通しは、公債費の償還が

不確定である。扶助費の拡大や公共
施設の更新、学校建設の方針を熟慮
の上で、再検討すべきでは。

③「SDGｓ」の取り組みについて
④共育について
⑤地域自治について
⑥健康増進事業について
⑦安全安心について
⑧環境保全について
⑨地域産業について
⑩観光振興について
⑪行財政改革の推進について

3 . 横山 良雄【福新会】 ・・・ P6

①安全・安心・快適に住み続けられるまちについて
②観光振興・福津の魅力を生かした持続可能な
観光のまちについて
質疑 観光振興・福津の魅力を生かした持

続可能な観光のまちづくりは。
③誰もが「未来の創り手」として育つまちについて
質疑 小・中学校の環境整備について、市 

長・教育委員会の双方の見解は。
④地域自治の予算編成方針について

4 . 米山 信【新政会】 ・・・ P6
①予算編成について
②誰もが「未来の創り手」として育つまちにつ
いて

③人がつながり活躍する共助と共働のまちにつ
いて
質疑 郷づくりの担い手は高齢化と固定化

が進んでいる。自治会は加入率の低
下が地区の問題となっている。これら
の課題解決への施策は。

④健康で生き生きと暮らせるまちについて
⑤安全・安心・快適に住み続けられるまちについて
⑥自然・歴史・景観などの資源が守られ生かされ
るまちについて
⑦地域の産業が経済を支えるまちについて
質疑 ふれあい広場ふくまやあんずの里市、

魚センターの産直施設のさらなる充
実を。

⑧福津の魅力を生かした持続可能な観光のま
ちについて

2 . 髙山 賢二【清志会】

会派の
代表4人が 総括質疑

福津市古墳キャラクター
ふんちゃん

総括質疑の詳細は、福津市議会
ホームページをご覧ください。
質問者ごとに総括質疑を録画配信
しています。
公開は、各定例会後の４年間です。
（検索方法は１９ページに掲載）

☆総括質疑とは、3月定例会で新年度の予算編成方針や市政運営の所信表明に対して、会派の代表が
　総括して質疑をすることです。

※緑字の項目については各ページで記載

空き家活用応援団のチラシ

質疑答弁

質疑答弁

髙山　賢二
清志会

第１次産業を支える産直施設
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市
の
経
済
動
向
を
ど
う
捉
え
、
将
来
の

財
政
力
向
上
を
ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
。

一
般
会
計
と
他
会
計
を
合
わ
せ
た
財
政

収
支
の
あ
り
方
や
改
善
点
は
。

　
近
年
の
動
向
か
ら
、
宮
地
嶽
神
社
を

中
心
に
観
光
入
込
み
客
数
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
市
内
の
消
費
額
も
増

加
が
期
待
さ
れ
る
。
税
収
も
、
雇
用
・

所
得
環
境
の
改
善
等
に
よ
り
、
一
人
当

た
り
の
所
得
金
額
や
法
人
等
の
事
業
所

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
し
か
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
、
市
内
消
費
等
の
経
済
に
多
大
な
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
歳
入
は
、
地
方
交
付
税
の
伸
び
が
期

待
さ
れ
る
。
歳
出
は
、
義
務
的
経
費
も

含
め
、
特
に
扶
助
費
の
増
加
に
対
応
す

る
財
源
が
厳
し
い
。
行
財
政
改
革
に
よ

る
歳
出
削
減
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
基
金

運
用
で
の
財
源
確
保
を
模
索
し
、
財
政

運
営
を
行
う
。

中
期
財
政
見
通
し
は
、
公
債
費
の
償
還

が
不
確
定
で
あ
る
。
扶
助
費
の
拡
大
や

公
共
施
設
の
更
新
、
学
校
建
設
の
方
針

を
熟
慮
の
上
で
、
再
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
中
期
財
政
見
通
し
で
は
令
和
２
〜
６

年
度
ま
で
の
教
育
施
設
の
整
備
、
道
路

や
橋
梁
な
ど
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
更
新
に

起
債
の
充
当
を
予
定
し
て
い
る
。
学
校

建
設
の
部
分
に
54
億
円
を
見
積
っ
て
い

る
が
、
更
な
る
追
加
投
資
が
必
要
と
な

れ
ば
、
財
政
見
通
し
の
大
き
な
変
更
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
学
校
建
設
に
関
し
て
追
加
財
源
の
確

保
を
前
提
と
考
え
る
な
ら
、
現
在
の
中

期
財
政
見
通
し
の
中
で
は
難
し
い
。

観
光
振
興
・
福
津
の
魅
力
を
生
か
し
た

持
続
可
能
な
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
は
。

　
現
在
、
沿
岸
部
に
お
い
て
市
街
地
の

良
好
な
景
観
や
環
境
の
維
持
を
目
的

に
、
平
成
24
年
都
市
計
画
法
に
基
づ
く

高
度
地
区
の
指
定
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
世
界
文
化
遺
産
の
緩
衝
地
帯

で
は
、
景
観
法
に
基
づ
く
景
観
計
画
に

お
い
て
、
建
物
や
工
作
物
の
高
さ
な
ど

の
形
態
や
色
彩
な
ど
に
つ
い
て
基
準
を

定
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、福
間
海
岸
・

津
屋
崎
千
軒
エ
リ
ア
の
か
な
り
の
部
分

で
高
層
ホ
テ
ル
な
ど
の
建
設
は
困
難
と

な
っ
て
い
る
。

　
高
層
ホ
テ
ル
な
ど
の
建
設
を
す
る
た

め
に
は
、
現
在
の
規
制
を
見
直
す
必
要

が
あ
る
。
福
間
海
岸
エ
リ
ア
に
つ
い
て

は
市
街
化
調
整
区
域
で
あ
る
が
、
観
光

振
興
を
推
進
す
る
た
め
、
地
区
計
画
の

指
定
に
向
け
、
福
岡
県
と
協
議
を
進
め

て
い
る
。

小
・
中
学
校
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
、

市
長
・
教
育
委
員
会
の
双
方
の
見
解
は
。

〈
市
長
〉
教
育
委
員
会
が
提
案
し
た
「
竹

尾
緑
地
に
小
中
一
貫
５-

４
制
の
中
学

校
を
建
設
す
る
案
」
は
、
現
在
凍
結
し

て
い
る
。
今
後
、教
育
委
員
会
を
含
め
、

市
全
体
で
再
協
議
を
行
っ
て
い
こ
う
と

思
う
。

〈
教
育
長
〉
竹
尾
緑
地
に
中
学
校
を
建

設
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の

発
展
し
た
形
と
し
て
、
小
中
一
貫
教
育

を
さ
ら
に
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
小
学
校
６
年
生
か
ら
新
設
校
で
中

学
生
と
共
に
学
び
の
場
を
移
し
て
小
中

一
貫
教
育
を
推
進
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

令和2～6年度の財源不足77億円の捻出先

取り組み・方向性 内容 目標金額
投資的経費への充当､財源不足の
補てん（基金の取り崩し） 37憶円

効率的な運用による
財産収入（年利回り 2％） 8憶円

財政調整基金への
積立原資の確保 10憶円

事務事業の見直し 2憶円

公共施設の統合、廃止、
民営化など 5憶円

ふるさと納税制度を活用した
寄付金の増収（毎年度 3億円） 15憶円

基金の活用

集中改革プランの
推進

ふるさと寄付金の
推進

財政健全化

過大規模校の解消は

総
額
２
３
０
億
６
５
９
万
円

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
　
３
１
２
１
万
円
を
追
加
し
、

農
林
水
産
業
経
営
強
化
事
業
費

令
和
元
年
８
月
か
ら
９
月
の
台
風
等

に
よ
り
鉄
骨
ハ
ウ
ス
な
ど
農
業
用
施

設
に
被
害
が
発
生
し
た
た
め
、
強
い

農
業
・
担
い
手
づ
く
り
総
合
支
援
交

付
金
と
し
て
新
規
に
計
上

 

３
４
５
万
円

農
業
用
施
設
整
備
事
業
費

た
め
池
44
箇
所
分
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
費
用
と
耐
震
診
断
が
必
要

な
た
め
池
の
調
査
費
用
に
つ
い
て
増

額
お
よ
び
新
規
に
計
上

 

３
２
１
４
万
円

福
間
駅
前
線
街
路
事
業
費

事
業
の
進
捗
を
図
る
た
め
、
事
業
費

の
増
に
伴
い
県
へ
の
負
担
金
を
増
額

１
４
５
万
円

福
間
駅
松
原
線
道
路
整
備
事
業
費

事
業
費
の
増
に
伴
い
県
へ
の
負
担
金

を
増
額
　

５
０
０
万
円

教
育
施
設
建
設
準
備
基
金
費

預
金
利
子
、
債
券
の
効
率
的
な
運
用
・

売
却
等
に
よ
る
収
益
お
よ
び
今
後
の
需

要
に
備
え
る
た
め
の
積
立
金
を
増
額

３
億
７
８
０
３
万
円

公
共
施
設
等
総
合
管
理
基
金
費

預
金
利
子
、
債
券
の
効
率
的
な
運
用
・

売
却
等
に
よ
る
収
益
を
増
額

４
４
８
２
万
円

ま
ち
づ
く
り
基
金
費

預
金
利
子
、
債
券
の
効
率
的
な
運
用
・

売
却
等
に
よ
る
収
益
を
増
額

２
４
１
６
万
円

人
事
案
件
に
同
意

《
教
育
長
》

柴
田
　
幸
尚
　
氏

任
期
　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

《
教
育
委
員
会
委
員
》

今
村
　
尚
敏
　
氏

任
期
　
令
和
２
年
４
月
７
日
か
ら

　
　
　
令
和
６
年
４
月
６
日
ま
で

《
人
権
擁
護
委
員
》

松
本
　
和
子
　
氏

笠
置
　
千
晶
　
氏

任
期
　
令
和
２
年
７
月
１
日
か
ら

　
　
　
令
和
５
年
６
月
30
日
ま
で

《
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
》

 

柴
田
　
稔
　
　
氏

早
谷
　
浜
良
　
氏

井
手
　
江
美
　
氏

任
期
　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

し
ば
た

ゆ
き
ひ
さ

い
ま
む
ら

な
お
と
し

ま
つ
も
と

か
ず
こ

か
さ
ぎ

ち
あ
き

し
ば
た

み
の
る

は
や
た
に

は
ま
よ
し

い
で

え
み

陳
情

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
法

（
仮
称
）の
制
定
を
支
持
し
、
政
府

に
対
し
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請

願
書治

安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償

要
求
同
盟
福
岡
県
本
部

　
　
　
　
会
長
　
　
石
村
　
善
治

　
　
　
　
事
務
局
長
　
上
田
　
実

福
津
市
商
工
会
に
対
す
る
市
補
助

金
に
つ
い
て（
お
願
い
）

　
福
津
市
商
工
会

　
　
　
　
会
長
　
　
　
山
脇
　
清

商
工
会
に
対
す
る
市
補
助
金
に
つ

い
て（
お
願
い
）

　
福
岡
県
商
工
会
連
合
会

会
長
　
　
城
戸
　
津
紀
雄

「
届
出
保
育
施
設
」に
対
す
る
市
の
支

援
及
び
助
成
に
関
す
る
陳
情
書

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
賢
治
の
学
校
ふ
く
お
か

　
た
ん
ぽ
ぽ
こ
ど
も
園

　
　
　
　
　
　
　
　
牧
野
　
奈
巳

　
保
育
施
設
お
ひ
さ
ま
え
ん

　
　
　
　
　
　
　
的
野
　
貴
志
子

　
す
み
れ
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
　
高
崎
　
香
織

　
福
津
う
み
が
め
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
　
蒲
生
　
早
苗

横山　良雄
福新会

質疑答弁

質疑答弁

米山　信
新政会

質疑答弁

質疑答弁

①私は
　誰でし

ょう？

？？

復旧済みの農業用ハウス

7

令
和
元
年
度
補
正
予
算
・
人
事
案
件
・
陳
情

6

総

括

質

疑



主
な
質
疑

　
な
ぜ
法
定
外
繰
入
が
出
来
な

く
な
っ
た
の
か
。

　
法
定
外
繰
入
は
負
担
の
公
平

性
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
と
の
考

え
に
基
づ
き
、
県
単
位
化
に
よ
り
、

国
と
し
て
認
め
な
い
方
針
に
な
っ
て

い
る
。　法

定
外
繰
入
が
で
き
な
く
な
っ

た
こ
と
と
激
変
緩
和
措
置
が
な
く

な
っ
て
い
く
状
況
を
鑑
み
れ
ば
、
今
後
、

国
保
税
の
負
担
が
上
が
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
が
。

　
一
般
職
職
員
の
地
域
手
当
の
支
給

割
合
に
つ
い
て
、
段
階
的
に
整
合
を

図
る
た
め
条
例
を
改
正
す
る
。

主
な
質
疑

　
今
回
の
地
域
手
当
0.5
％
ア
ッ
プ

は
ど
の
く
ら
い
の
経
費
増
に
な
る
か
。

　
８
２
７
万
８
千
円
。
普
通
会
計

全
体
の
給
与
額
に
占
め
る
割
合
は
、

0.3
％
で
あ
る
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
で
、

職
員
の
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
を

改
正
す
る
。

主
な
質
疑

　
会
計
年
度
任
用
職
員
は
何
名
か
。

　
２
６
０
か
ら
２
７
０
名
を
予
定
。

　

　
民
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
利
息

の
利
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
上
、
市

中
の
金
利
動
向
に
合
わ
せ
て
変
動
す

る
制
度
の
導
入
に
伴
い
条
例
を
改
正

す
る
。

主
な
質
疑

　
資
金
を
活
用
し
て
い
る
人
は
い

る
の
か
。

　
市
で
は
資
金
活
用
の
利
用
者
は

い
な
い
。

　
市
政
運
営
に
必
要
な
審
査
や
審
議
を

行
う
附
属
機
関
設
置
に
当
た
り
、
名
称

お
よ
び
担
任
す
る
事
項
を
定
め
る
。

（
総
務
文
教
委
員
会
審
査
報
告
）

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

市
一
般
職
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
を
改
正

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
を
改
正

市
議
会
議
員
そ
の
他
非
常
勤

職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に

関
す
る
条
例
を
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

市
営
住
宅
管
理
条
例
お
よ
び
若

年
者
専
修
学
校
等
技
能
習
得
資

金
貸
与
条
例
を
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

問 問

問

答 答

答

主
な
質
疑

　
こ
の
条
例
制
定
に
よ
り
、
今

ま
で
の
同
和
行
政
と
比
べ
て
ど
う
変

わ
る
の
か
。 

　
啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

る
こ
と
を
市
が
示
す
こ
と
に
大
き
な

意
義
が
あ
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
新

た
な
部
落
差
別
の
解
消
も
含
め
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

 　
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限

に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た

め
、
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
を
行
っ

た
。

　主
な
質
疑

　
働
い
て
い
る
世
代
が
利
用
し
や

す
く
す
る
た
め
の
使
用
料
の
変
更
と

の
こ
と
だ
が
、
対
象
の
利
用
人
数
と

利
用
増
の
見
込
み
は
。

　
対
象
者
は
全
利
用
者
約
２
６
０

０
人
の
う
ち
５
０
０
人
程
度
と
考
え

る
。
利
用
増
は
50
人
程
度
を
見
込
ん

で
い
る
。

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

賛
成
多
数
で
可
決

賛
成
多
数
で
可
決

部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
条
例
を
制
定

健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
条

例
を
改
正

印
鑑
条
例
を
改
正

国
民
健
康
保
険
税
条
例
を
改
正

問問

問

答答

答問

　
国
保
財
政
運
営
の
健
全
化
の

た
め
に
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え
る
。

主
な
質
疑

　
令
和
２
年
３
月
15
日
閉
館
と
の

こ
と
だ
が
、
現
利
用
者
の
今
後
の
利

用
場
所
や
周
知
な
ど
は
な
さ
れ
て
い

る
の
か
。

 

　
エ
ン
ゼ
ル
ス
ポ
ッ
ト
と
同
様
の

機
能
の
施
設
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
や
児
童
セ
ン
タ
ー 

が
あ
る
。
周

知
は
、
施
設
内
の
張
り
紙
や
広
報
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
う
。

　 （
市
民
福
祉
委
員
会
審
査
報
告
）

　

主
な
質
疑

　
福
津
市
と
古
賀
市
で
の
し
尿
の

投
入
量
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
日
量
は
福
津
市
25
㎘
で
古
賀
市

が
28
㎘
の
計
画
を
立
て
て
い
る
。

　
事
務
委
託
に
関
す
る
条
例
を
一

部
改
正
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
通
知

前
に
意
見
交
換
が
で
き
る
の
か
。

　
福
津
、
古
賀
両
市
長
が
定
期
的

に
会
議
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
そ
の
話
し
合
い
の
中
で
決
め

て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

全
員
賛
成
で
可
決

古
賀
市
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン

タ
ー
海
津
木
苑(

仮
称)

の
建

設
お
よ
び
し
尿
処
理
に
関
す

る
事
務
委
託
に
関
す
る
規
約

を
締
結

エ
ン
ゼ
ル
ス
ポ
ッ
ト
条
例
を

廃
止

問

問

答 答

答問

請
願
趣
旨

　
自
治
会
未
加
入
者
が
資
源
ご
み
を

分
別
収
集
会
場
に
持
ち
込
ま
な
い
、

持
ち
込
め
な
い
状
況
が
生
じ
て
い
る
。

市
が
主
導
し
て
地
域
分
別
収
集
会
場

に
希
望
す
る
誰
も
が
持
ち
込
め
る
よ

う
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

主
な
質
疑

　
46
％
の
分
別
収
集
会
場
が
自
治

会
未
加
入
世
帯
の
資
源
ご
み
を
受
け

入
れ
て
い
な
い
と
回
答
し
て
い
る
が
、

確
認
は
さ
れ
た
の
か
。

　
う
み
が
め
課
に
資
料
請
求
し
、

こ
れ
に
基
づ
き
議
会
で
議
論
し
た
。

　
分
別
収
集
時
に
自
治
会
未
加
入

者
が
当
番
に
関
わ
っ
た
の
か
。

　
実
態
調
査
は
し
て
い
な
い
の
で

わ
か
ら
な
い
。

　
市
の
責
務
は
場
所
を
提
供
し
、

集
め
た
ご
み
を
持
っ
て
い
く
と
い
う

見
解
で
は
。

答

　
自
治
会
は
全
住
民
で
は
な
い
の

で
、
市
は
責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
。

本
会
で
の
討
論

反
対
　

　
自
治
会
に
独
自
に
調
査
を
行
っ
た
。

地
域
分
別
収
集
会
場
で
自
治
会
加
入
・

未
加
入
者
の
区
別
が
つ
か
な
い
。
未

加
入
者
で
あ
っ
て
も
受
け
入
れ
を

行
っ
て
い
る
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

請
願
趣
旨
が
実
態
と
か
け
離
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
反
対
と
す
る
。

賛
成

　
自
治
会
加
入
・
未
加
入
の
問
題
を

住
民
に
ま
か
せ
る
の
で
は
な
く
市
も

同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
着
く
こ
と
を
求
め

て
い
る
こ
と
か
ら
賛
成
と
す
る
。

（
建
設
環
境
委
員
会
審
査
報
告
）

全
員
賛
成
で
可
決

認
可
地
縁
団
体
印
鑑
条
例
を

改
正

附
属
機
関
設
置
条
例
を
改
正

市
道
路
線
の
認
定
お
よ
び
変

更

賛
成
な
し
で
不
採
択

地
域
分
別
収
集
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
請
願

問問問 答答

答

公
共
下
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
お
よ
び
監
査

委
員
条
例
を
改
正

全市民が使える公設分別ステーション

ヒントは、ページをめくって私を探してね。

ふんちゃんを探せ
！

ふんちゃんクイズ

②福津市議会の議
員は何人かな？
③１年間に議会定
例会は何回あ
る？
④令和２年度の市
の予算総額はい
くら？

健康増進のため様々な世代が活用
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不
登
校
や
特
別
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
の
増
加
を
受
け
、
市
の
現
状
や
今
後

の
対
応
を
調
査
し
た
。
ま
た
、
平
成
28
年
8
月
に
策
定
し
た
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン

は
、
当
初
プ
ラ
ン
の
一
部
見
直
し
が
行
わ
れ
た
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
や
推
進
体
制
に

つ
い
て
調
査
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
に
よ
る
情
報
提
供
等

が
求
め
ら
れ
る
。

▼
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
策
定
後
、
本
市
の
人
口

増
・
財
源
状
況
に
大
き
な
変
化
が
生
じ

て
き
た
。
当
初
プ
ラ
ン
の
再
検
討
や
進

捗
管
理
の
外
部
機
関
に
よ
る
再
検
証
も

必
要
で
あ
る
。
更
に
、
利
用
者
の
意
見

聴
取
や
市
民
対
話
、
現
場
と
の
協
議
、

進
捗
状
況
の
公
開
等
市
民
へ
の
丁
寧
で

納
得
性
の
あ
る
説
明
も
求
め
ら
れ
る
。

▼
不
登
校
児
童
生
徒
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
度
末
の
不
登
校
児
童
生
徒

数
は
、
増
加
傾
向
で
あ
る
。
今
後
、
不

登
校
要
因
の
解
消
を
は
か
り
、
学
校
・

地
域
・
保
護
者
の
連
携
体
制
の
構
築
や

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
体
制
強
化
、
相
談
体
制

の
充
実
、
現
場
教
師
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
、
情
報
の
提
供
が
必
要
と
思
わ
れ

る
。
新
た
な
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
の

公
共
施
設
（
フ
ク
ス
タ
な
ど
）
の
活
用

の
検
討
が
望
ま
れ
る
。
更
に
、
人
的
体

制
等
の
ソ
フ
ト
面
に
も
配
慮
が
必
要
で

あ
る
。

▼
特
別
な
教
育
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
生
徒
に
つ
い
て

　
児
童
生
徒
数
の
増
加
に
よ
り
特
別
支

援
学
級
在
籍
児
童
生
徒
も
急
増
し
て
い

る
。
大
幅
な
支
援
員
増
と
障
が
い
に
応

じ
た
専
門
的
な
教
員
養
成
、
障
が
い
区

分
に
対
応
し
た
教
育
内
容
、
冊
子
・
パ

不
登
校
等
の
児
童
生
徒
の
現
状
と
対
策
お
よ
び
行

財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
調
査

▷
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
市
で
は
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
を
設
置
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
）
し
、

障
が
い
者
へ
の
虐
待
の
防
止
と
擁
護
者
へ
の
支
援
を
促
進
し
、
障
が
い
者
の
権
利
と
利

益
を
守
る
た
め
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
現
状
と
対
策
を
調
査
し
た
。

　
児
童
虐
待
の
報
道
が
あ
と
を
絶
た
な
い
状
況
が
あ
る
な
か
、
市
で
は
家
庭
児
童
相
談

室
を
設
置
し
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
取
り
組
み
を
調
査
し
た
。

（
市
民
福
祉
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

盛
り
込
ん
だ
法
律
が
改
正
さ
れ
た
。
市

で
は
家
庭
児
童
相
談
室
を
設
置
、
非
常

勤
職
員
を
１
人
増
加
し
て
４
人
体
制
で

運
営
し
て
い
る
。
業
務
は
児
童
・
保
護

者
か
ら
の
相
談
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
自

立
に
向
け
た
相
談
で
あ
る
。
家
庭
や
学

校
、
保
育
所
を
訪
問
し
、
児
童
に
チ
ラ

シ
を
配
布
し
て
相
談
を
受
け
る
た
め
の

啓
発
業
務
も
行
っ
て
い
る
。

▼
障
害
者
虐
待
防
止
対
策
の
取
り
組
み

　
障
が
い
者
自
身
が
虐
待
を
訴
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
状
況
が
あ
る
。
セ
ン

タ
ー
の
業
務
内
容
は
、
通
報
や
届
け

出
、
保
護
の
た
め
の
相
談
や
助
言
、
虐

待
の
防
止
、
擁
護
者
へ
の
支
援
に
関
す

る
広
報
啓
発
な
ど
で
あ
る
。
課
題
は
事

実
確
認
が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
見

守
り
を
長
期
に
わ
た
っ
て
継
続
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。
　
　
　
　

　
委
員
会
の
意
見
と
し
て
、
問
題
が
起

こ
っ
た
時
に
速
や
か
に
報
告
し
、
対
応

で
き
る
体
制
の
強
化
の
必
要
性
な
ど
が

あ
が
っ
た
。

▼
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
取
り
組
み

　
令
和
２
年
４
月
か
ら
親
に
よ
る
体
罰

の
禁
止
、
児
童
相
談
所
の
体
制
強
化
を

障
害
者
虐
待
防
止
対
策
お
よ
び
児
童
虐
待
防
止
対

策
に
つ
い
て
市
の
取
り
組
み
を
調
査

　
委
員
会
は
土
地
利
用
に
あ
た
っ
て
市
が
運
用
し
て
い
る
開
発
指
導
要
綱
の
内
容
や
文

言
の
見
直
し
を
求
め
た
。
ま
た
、
た
め
池
の
管
理
に
つ
い
て
は
現
在
地
元
が
行
っ
て
い

る
が
高
齢
化
・
後
継
者
問
題
で
管
理
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
委
員
会
は
市
が

昨
年
導
入
し
た
た
め
池
管
理
シ
ス
テ
ム
の
普
及
が
急
が
れ
る
と
要
望
し
た
。

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

　
県
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
た
め
池

管
理
シ
ス
テ
ム
を
配
備
し
て
い
る
。
シ

ス
テ
ム
は
カ
メ
ラ
と
水
位
計
を
設
置

し
、
異
常
水
位
に
な
れ
ば
管
理
者
に

メ
ー
ル
配
信
が
行
わ
れ
る
。
現
在
３
か

所
の
た
め
池
に
設
置
し
て
い
る
。

▼
土
地
利
用
に
つ
い
て

　
市
は
８
種
類
の
用
途
地
域
を
指
定
し

土
地
利
用
の
誘
導
を
図
っ
て
い
る
。
津

屋
崎
地
域
に
つ
い
て
は
特
定
用
途
制
限

地
域
の
指
定
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
福

間
漁
港
周
辺
に
つ
い
て
は
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
地
区
計
画
の
指
定

を
予
定
し
て
い
る
。
都
市
計
画
道
路
に

つ
い
て
は
路
線
ご
と
に
問
題
点
を
調
査

し
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

▼
た
め
池
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

　
農
業
用
た
め
池
が
市
内
１
１
５
ヵ
所

あ
る
。
た
め
池
改
修
事
業
化
は
地
元
の

要
望
（
漏
水
通
報
等
）
に
よ
り
、
現
地

調
査
・
県
と
の
協
議
・
法
手
続
き
を
経

て
事
業
化
を
行
う
。
底
地
所
有
者
が
個

人
・
共
有
総
代
の
場
合
は
市
に
名
義
変

更
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
市
の
費

用
負
担
は
調
査
測
量
50
％
、
工
事
20
％

と
な
っ
て
い
る
。

土
地
利
用
の
手
続
き・要
綱
お
よ
び
た
め
池
の
安
全

・改
修
基
準
に
つ
い
て
市
の
取
り
組
み
を
調
査

危険な状態で放置されている旧魚正ビル

行財政集中改革プランの12施設ため池管理システム　カメラ部ため池管理システム　カメラ部

会
で
は
市
有
地
取
得
に
公
の
資
金
を
投

入
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
意
見
も

あ
っ
た
が
、
現
状
の
危
険
な
状
況
に

お
い
て
は
市
有
地
化
し
か
な
い
と
の

判
断
で
賛
成
多
数
を
も
っ
て
可
決
し

た
。

市
の
取
り
組
み
状
況

　
所
有
者
に
市
が
購
入
す
る
提
案
を

し
た
が
、
現
段
階
で
は
売
却
の
意
思

が
な
い
と
の
返
事
を
も
ら
っ
て
い

る
。
今
後
、
市
有
地
化
と
観
光
整
備

へ
の
対
応
が
検
討
さ
れ
る
。

　
津
屋
崎
海
岸
を
見
渡
せ
る
一
等
地

に
旅
館
「
旧
魚
正
ビ
ル
」
が
建
っ
て

い
る
。
平
成
21
年
８
月
、
所
有
者
の

廃
業
に
よ
り
閉
館
、
同
ビ
ル
の
所
有

者
が
変
遷
さ
れ
た
。
同
ビ
ル
は
所
有

者
に
よ
る
管
理
が
さ
れ
な
い
ま
ま
現

在
に
至
る
。

　
外
壁
の
落
下
な
ど
建
物
の
劣
化
が

進
ん
で
い
る
状
況
や
未
成
年
者
の
遊

び
に
よ
る
不
法
侵
入
な
ど
、
市
に
対

し
て
地
域
の
住
民
か
ら
防
犯
上
の
問

題
が
あ
る
と
の
報
告
が
あ
が
っ
て
い

た
。

　
市
は
、
同
ビ
ル
所
有
者
に
市
税
の

滞
納
が
あ
る
こ
と
か
ら
同
ビ
ル
を
差

し
押
さ
え
、
平
成
28
年
11
月
と
平
成

29
年
１
月
に
公
売
を
行
っ
た
が
、
入

札
参
加
者
は
な
か
っ
た
。

旧
魚
正
跡
地
の
処
置
に
関
す
る
請
願

　
平
成
29
年
12
月
定
例
会
に
お
い

て
、
当
該
ビ
ル
を
市
有
地
化
し
観
光

整
備
の
拠
点
と
す
べ
き
と
い
う
内
容

の
請
願
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。
議

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
⁉

旅
館
「
旧
魚
正
ビ
ル
」
問
題

?

?

?

?

No 施設名称
1 エンゼルスポット
2 大和保育所
3 市営納骨堂
4 潮湯の里夕陽館
5 神興幼稚園
6 カメリアホール
7 中央公民館
8 ボランティアハウス・ふくま
9 わかたけ広場キャンプ施設

10 行政・観光情報ステーション
11 大規模公園
12 市営住宅

1011

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査
・
そ
の
後
ど
う
な
っ
た



導
入
の
可
否
を
検
討
す
る

こ
と
を
約
束
す
る

Ａ
Ⅰ
を
活
用
し
た

バ
ス
の
導
入
は

問問 答答

問
　
竹
尾
緑
地
に
中
学
校
を
新
設
し
小
中

一
貫
の
５-

４
制
を
導
入
す
る
案
は
、

妥
当
性
に
疑
問
が
あ
る
。
ま
ず
、
学
校

施
設
配
置
の
全
体
方
針
が
な
い
状
態
で

の
個
別
方
針
で
あ
り
、
し
か
も
検
討
不

十
分
な
5-

４
制
の
導
入
は
納
得
で
き

な
い
。
ま
た
、
竹
尾
緑
地
は
湿
地
帯
で

軟
弱
地
盤
で
あ
り
、
上
流
部
に
た
め
池

も
あ
る
。
文
科
省
の
学
校
施
設
整
備
指

針
に
あ
る
地
質
・
地
盤
・
地
形
の
検
証

が
不
十
分
で
は
な
い
か
。
よ
っ
て
、
竹

尾
緑
地
案
は
、
仕
切
り
直
す
べ
き
で
は
。

　
方
針
に
つ
い
て
は
、
全
体
方
針
よ
り

新
設
校
の
決
定
を
優
先
す
べ
き
と
判
断

し
た
。
５-

４
制
は
、
開
校
を
急
ぐ
た

め
附
属
機
関
で
の
検
討
と
同
時
進
行
に

な
っ
た
。
安
全
性
は
、
学
校
の
配
置
と

土
木
技
術
に
よ
っ
て
ク
リ
ア
す
る
と
考

え
て
い
る
。
し
か
し
現
在
、
こ
の
案
が

凍
結
と
な
っ
た
た
め
再
協
議
し
て
い
く
。

　　
今
後
、
３
つ
の
こ
と
を
同
時
進
行
で

取
り
組
む
べ
き
だ
。①
学
校
施
設
配
置

の
全
体
計
画
策
定
②
そ
れ
を
踏
ま
え
た

学
校
新
設
計
画
③
現
状
の
過
密
状
態
緩

和
の
緊
急
な
対
応

　
ご
提
言
を
重
く
受
け
止
め
、
慎
重
に

急
い
で
協
議
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
待
機
児
解
消
等
で
よ
り
よ
い
保
育
を

提
言
重
く
受
け
止
め

慎
重
に
急
い
で
協
議
す
る

大
規
模
校
解
消
の

取
り
組
み
を
早
急
に

答

答

問

　
Ａ
Ⅰ
を
活
用
し
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交

通
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
運
転
手
不
足
が
解
消
さ
れ
な
い
限
り

現
時
点
で
の
導
入
は
難
し
い
。

　
Ａ
Ⅰ
を
活
用
し
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交

通
の
導
入
は
令
和
２
年
度
市
政
運
営
の

指
針
の
安
全
・
安
心
・
快
適
を
実
現
す

る
に
は
極
め
て
有
効
な
手
段
で
あ
る
と

考
え
る
。
県
で
は
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ（
マ
ー
ス
）

と
い
う
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
市
と
し
て
の
考
え
は
。

　
マ
ー
ス
は
確
か
に
有
効
な
手
段
と
認

識
し
て
い
る
。
実
証
実
験
結
果
を
注
視

し
て
い
き
た
い
。

　
Ａ
Ⅰ
を
活
用
し
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交

通
は
す
ぐ
の
導
入
は
難
し
い
が
、
検
討

す
べ
き
施
策
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

導
入
の
可
否
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

を
約
束
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

 

・
テ
レ
ワ
ー
ク
（
柔
軟
な
勤
務
形
態
）

普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

・
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ（
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く

政
策
立
案
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

・
デ
ー
タ
を
用
い
た
国
民
健
康
保
険
事

業
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問

答
弁

質
問

答
弁

移動手段を持たない高齢者の移動が容易になるとされる移動手段を持たない高齢者の移動が容易になるとされる

校舎増築で運動場は更に「手狭に」校舎増築で運動場は更に「手狭に」

　
平
成
28
年
に
請
願
書
が
提
出
さ
れ
た

が
、
こ
の
計
画
の
ゴ
ー
ル
は
い
つ
か
。

　
協
議
会
で
計
画
が
策
定
さ
れ
た
ら
今

年
６
月
を
目
途
に
協
議
会
主
催
で
住
民

説
明
会
を
し
、
実
施
計
画
の
調
整
な
ど

内
部
で
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
東
福
間
駅
周
辺
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

　
生
活
利
便
施
設
の
立
地
誘
導
を
図

り
、
魅
力
的
な
地
域
拠
点
の
整
備
を
進

め
る
。
連
絡
通
路
で
神
興
と
神
興
東
が

つ
な
が
れ
ば
、
両
方
の
地
域
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
考
え
る
。

▼
小
・
中
学
校
及
び
体
育
施
設
に
つ
い
て

　
校
舎
や
体
育
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
。

　
令
和
２
年
度
に
調
査
、
設
計
費
を
計

上
。
段
階
的
に
機
器
の
交
換
工
事
に
取

り
組
む
予
定
。
体
育
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
予
定
は
な
い
が
、
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
の
方
針
の
も
と
更
新
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

　
学
校
プ
ー
ル
の
現
状
と
課
題
は
。

　
老
朽
化
対
策
が
今
後
の
大
き
な
課

題
。
他
市
の
プ
ー
ル
施
設
の
利
用
も
含

め
、
建
て
替
え
を
ど
う
す
る
の
か
、
調

査
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

一
部
廃
止
決
定
、他
の
施
設

は
今
後
個
別
に
見
直
す

公
共
施
設
の
統
合
・

廃
止
・
民
営
化
は

問問

問

答

こ
の
事
業
を
し
っ
か
り

進
め
て
い
く
重
い
決
意
だ

東
福
間
駅
周
辺

に
ぎ
わ
い
再
生
計
画
は

答 問答 問

　
市
営
納
骨
堂
の
民
営
化
と
建
て
替
え

に
つ
い
て
利
用
者
に
説
明
し
て
一
年
経

過
す
る
が
、
そ
の
後
は
。

　
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
こ

な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
利
用
料
は
な
る

べ
く
少
な
く
し
て
欲
し
い
と
い
う
意
見

が
多
か
っ
た
。
ど
れ
く
ら
い
の
数
の
納

骨
壇
を
新
規
利
用
者
に
販
売
す
れ
ば
利

用
者
の
負
担
を
減
ら
せ
る
か
、
最
終
的

な
計
画
策
定
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
市
立
大
和
保
育
所
は
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
。
今
後
、
施
設
の
検
討
は
。

　
大
規
模
改
修
や
建
て
替
え
時
期
に
つ

い
て
、
現
段
階
で
は
決
め
て
い
な
い
。

　
い
つ
な
ん
時
、
災
害
が
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
。
耐
震
化
な
ど
早
く
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
中
期
財
政
見
通
し
の
中
の
一
つ
の
案

と
し
て
、
民
営
化
の
検
討
も
お
こ
な
っ

て
い
る
。
民
間
で
立
て
直
す
と
い
う
形

も
あ
る
の
で
、
保
育
所
を
公
共
施
設
と

し
て
ど
う
し
て
い
く
の
か
個
別
計
画
・

方
針
等
で
示
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

 

・
令
和
２
年
度
行
政
組
織
の
変
更
の
目

的
と
内
容
に
つ
い
て

にぎわい再生計画の早期実現をにぎわい再生計画の早期実現を

建替が検討されている市営納骨堂建替が検討されている市営納骨堂

質
問

答
弁

質
問

答
弁

問答答 問

森上　晋平

戸田　進一

榎本　博

中村　清隆

答答

シェアサイクル

バス
タクシー

電車

レンタカー

カー
シェア

ライド
シェア

MaaSとは

スマホのアプリを使って経路検索・予約・
支払いまで一括利用が出来るサービス

経路
検索

＋
予約
＋
支払

1213

一般質問ここが
聞きたい



中
学
校
区
単
位
で
小
中

９
年
間
を
見
通
し
た
教
育
へ

小
中一貫
５-
４
制

今
後
の
教
育
方
針
は

問答

問問
　
竹
尾
緑
地
取
得
に
あ
た
り
、
平
成
21

年
に
市
民
へ
出
し
た
公
文
書
に
「
重
要

な
自
然
環
境
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
空

間
そ
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
確
保

す
る
方
針
」
と
あ
る
が
、
市
の
公
式
見

解
を
変
更
す
る
の
か
。

　
社
会
的
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
公
益

的
、
必
要
な
施
設
と
い
う
こ
と
で
、
ま

た
学
校
用
地
と
し
て
公
園
の
一
部
な
り

を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
や
む

を
得
な
い
。

　
福
間
町
史
に
活
断
層
が
存
在
す
る
と

記
載
さ
れ
て
い
る
が
市
の
見
解
は
。

　
著
者
の
下
山
正
一
氏
に
確
認
を
し
た
。

可
能
性
は
低
い
が
、
断
層
で
あ
る
限
り

絶
対
動
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
言
え
な

い
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
。

　
竹
尾
緑
地
の
上
部
に
あ
る
た
め
池
は
、

今
年
度
策
定
す
る
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
対
象
池
か
。
ま
た
、
い
つ
ま
で

に
結
果
が
出
る
の
か
。

　
防
災
重
点
た
め
池
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
。
90
カ
所
の
調
査
を
行
う
た
め
マ

ッ
プ
完
成
は
令
和
２
年
度
末
に
な
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
学
童
保
育
所
の
増
設
と
運
用
も
問
題

安
全
性
を
含
め
て
課
題
が

あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る

竹
尾
緑
地
に
学
校

建
設
は
妥
当
な
の
か

答答

答

問

　
生
徒
数
の
増
加
が
更
な
る
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
過
大
規
模
校
解
消
に
向
け

市
は
、
昨
年
末
に
小
中
一
貫
校
、
な
か

で
も
九
州
で
は
ま
だ
例
が
な
い
５-

４

制
の
導
入
を
明
言
し
た
。
市
内
全
て
の

小
・
中
学
校
に
導
入
し
て
い
く
方
針
な

の
か
。

　
市
全
体
に
小
中
一
貫
教
育
を
導
入
し

て
い
く
方
針
だ
が
、
全
て
が
５-

４
制

と
い
う
訳
で
は
な
い
。
各
中
学
校
区
の

実
情
に
合
わ
せ
、
９
年
間
の
小
中
連
携

を
強
化
し
た
教
育
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

向
け
て
、
こ
れ
か
ら
調
査
研
究
し
協
議

し
て
い
く
予
定
だ
。

▼
待
機
児
童
と
届
出
保
育
施
設
に
つ
い
て

　
現
在
の
待
機
児
童
数
は
何
人
か
。
ま

た
、
認
可
保
育
園
に
申
し
込
ん
だ
が
入

れ
ず
、
届
出
保
育
施
設
に
通
っ
て
い
る

人
も
そ
の
数
に
入
っ
て
い
る
の
か
。
更

に
届
出
保
育
施
設
に
も
認
可
保
育
園
と

同
様
に
、
園
児
の
健
康
診
断
料
の
全
額

補
助
や
兄
弟
割
を
市
独
自
で
出
来
な
い

の
か
。

　
待
機
児
童
数
は
２
月
１
日
時
点
で
１

８
１
人
。
認
可
保
育
園
に
申
請
し
た
人

は
取
り
下
げ
な
い
限
り
待
機
児
童
数
に

入
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
何
人
が
届
出

保
育
施
設
に
通
っ
て
い
る
か
市
は
把
握

し
て
い
な
い
。
ま
た
、
財
政
が
厳
し
く

市
独
自
の
補
助
は
難
し
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

今後、過大規模校になる福間中学校今後、過大規模校になる福間中学校

安全が最も大切　竹尾緑地は疑問安全が最も大切　竹尾緑地は疑問

　
新
設
校
や
小
中
一
貫
校
の
話
は
保
護

者
へ
の
説
明
は
あ
っ
た
の
か
。

　
１
ヵ
月
の
短
い
期
間
だ
っ
た
の
で
、

ま
ず
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
に
説
明
し
た
が
、

そ
の
後
竹
尾
緑
地
案
は
凍
結
に
な
っ
た
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
導
入
し
学
校
選
択

制
や
校
区
再
編
に
つ
い
て
、
生
徒
や
保

護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

　
特
認
校
制
度
の
拡
大
な
ど
保
護
者
の

意
見
を
聞
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
ア
ン

ケ
ー
ト
を
す
る
方
向
で
協
議
し
て
い

く
。

▼
市
の
介
護
計
画
に
つ
い
て

　
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
増
設
は
考
え

て
い
る
の
か
。

　
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
待
機
者
数
が

増
え
て
く
れ
ば
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

▼
公
園
に
つ
い
て

　
宮
司
地
区
に
公
園
が
な
い
が
都
市
計

画
を
見
直
し
て
公
園
計
画
を
立
て
て
は

ど
う
か
。

　
宮
司
地
区
に
公
園
は
必
要
で
あ
ろ
う

と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
都

市
計
画
公
園
の
見
直
し
等
も
行
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

地
域・市
民
団
体
等・行
政
の

共
働
を
強
化
さ
せ
る

４
月
の
組
織
変
更
で

何
が
変
わ
る
の
か

問

問

答

現
場
主
義
に
立
ち
返
っ
て

努
め
た
い

新
設
校
案
は
保
護
者
の

意
見
を
聞
い
て
は

答 問答 問

　
４
月
か
ら
の
組
織
変
更
で
郷
づ
く
り

支
援
課
が
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
に
統

合
さ
れ
て
郷
づ
く
り
支
援
係
に
な
る
。

そ
の
た
め
一
部
で
は
課
か
ら
係
へ
の
降

格
と
の
認
識
が
あ
る
。
ま
た
同
じ
部
署

内
に
市
民
共
働
推
進
係
を
新
設
す
る

が
、
ど
の
よ
う
な
目
的
が
あ
る
の
か
。

　
郷
づ
く
り
支
援
係
は
市
長
直
轄
の
部

署
に
な
り
、
決
し
て
降
格
で
は
な
い
。

市
民
共
働
推
進
係
と
連
携
を
し
て
立
場

が
違
う
地
域
や
個
人
、
市
民
団
体
、
行

政
が
お
互
い
の
得
手
不
得
手
を
補
い
合

い
、
共
助
・
共
働
で
地
域
の
課
題
解
決

や
事
業
展
開
を
し
て
い
く
。

　
市
政
運
営
の
指
針
に
「
市
民
共
働
」

「
対
話
重
視
」
と
掲
げ
な
が
ら
、
重
要

な
案
件
に
つ
い
て
は
市
か
ら
決
定
事
項

の
報
告
が
多
く
、
そ
れ
を
受
け
た
市
民

の
中
に
は
不
満
を
感
じ
て
い
る
人
も
い

る
。
市
の
見
解
は
。

　
市
が
進
め
る
事
業
、
施
策
、
計
画
の

情
報
を
、
み
ん
な
で
す
す
め
る
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
の
理
念
に
の
っ
と
り

し
っ
か
り
市
民
に
伝
え
て
い
く
。
自
治

会
や
郷
づ
く
り
推
進
協
議
会
を
は
じ

め
、
市
民
の
皆
様
と
ど
う
力
を
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
で
描
く
福
津
市

の
将
来
像
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
く
。

凍結中の新設校案・竹尾緑地凍結中の新設校案・竹尾緑地

いろんな立場の人が力を合わせていろんな立場の人が力を合わせて

質
問

答
弁

質
問

答
弁

問答答 問

中村　晶代

蒲生　守

石田まなみ

秦　浩

答 問答
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県
と
協
議
を
重
ね
計
画
を

検
討
し
て
い
く

市
街
化
調
整
区
域
の

土
地
利
用
に
つ
い
て

問問 答

問問
　
中
期
財
政
見
通
し
で
は
、
令
和
２
年

度
か
ら
５
年
間
で
77
億
円
の
財
源
不
足

が
予
想
さ
れ
る
。
見
直
し
す
る
公
共
施

設
名
と
財
源
創
出
方
法
は
。

　
エ
ン
ゼ
ル
ス
ポ
ッ
ト
は
廃
止
決
定
。

わ
か
た
け
広
場
キ
ャ
ン
プ
場
・
宮
司
公

民
館
は
廃
止
、
大
和
保
育
所・夕
陽
館
・

ほ
た
る
の
里
は
民
営
化
、
文
化
会
館
と

中
央
公
民
館
の
統
合
等
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　

　
竹
尾
緑
地
に
新
設
校
を
建
設
し
た
場

合
、
私
の
試
算
で
は
市
の
負
担
額
は
約

45
億
円
、
手
光
案
約
79
億
円
に
な
る
と

思
う
が
、
財
源
の
調
達
は
可
能
な
の
か
。

　
増
額
分
は
目
途
が
立
っ
て
い
な
い
。

　
手
光
案
の
建
設
費
の
財
源
創
出
の
た

め
、
福
間
中
学
校
改
修
建
設
計
画
の
事

業
費
を
縮
小
す
る
こ
と
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

　
そ
れ
は
な
い
。
予
定
通
り
進
め
る
。

　
▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は

　
市
内
で
発
生
し
た
と
き
の
対
応
と
学

童
保
育
所
で
の
感
染
予
防
対
策
は
。

　
感
染
症
対
策
は
国
・
県
が
行
い
、
市

は
市
民
へ
の
情
報
提
供
や
感
染
予
防
対

策
の
啓
蒙
等
を
す
る
。
学
童
保
育
所
に

は
消
毒
薬
と
マ
ス
ク
を
配
布
し
、
定
期

的
に
状
況
を
調
査
し
て
い
る
。

公
共
施
設
の
統
合・廃
止・

民
営
化
を
推
進
す
る

学
校
新
設
等
で
不
足

す
る
財
源
の
創
出
は

答答

答

問答 問

　
見
坂
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ
り
、
県

道
30
号
線
の
交
通
量
が
増
え
て
い
る
現

状
を
鑑
み
、
県
道
沿
い
の
土
地
利
用
規

制
の
緩
和
お
よ
び
開
発
を
進
め
、
地
域

住
民
の
利
便
性
の
向
上
や
地
域
の
活
性

化
を
期
待
す
る
が
市
の
考
え
は
。

　
交
通
量
が
増
加
し
て
も
市
街
化
区
域

の
編
入
要
件
と
は
な
ら
な
い
た
め
、
規

制
を
見
直
す
予
定
は
な
い
。

　
農
地
法
の
規
制
で
は
建
物
は
建
設
で

き
な
い
が
、
他
の
用
途
に
は
転
用
が
で

き
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
農
地
法

で
は
転
用
が
で
き
な
い
の
か
。

　
そ
の
地
域
は
第
一
種
農
地
で
あ
り
、

農
地
を
守
る
と
い
う
前
提
で
区
分
さ
れ

て
い
る
。
現
段
階
で
の
農
地
転
用
は
難

し
い
と
考
え
る
。

　
将
来
、
農
業
地
域
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が

あ
る
の
か
。

　
農
業
地
域
の
方
の
利
便
性
の
向
上
と

市
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
独
自
の
土
地

利
用
を
含
め
た
農
業
振
興
を
検
討
し
て

い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

 
・
防
災
に
つ
い
て

 

・
地
域
商
社
「
い
い
ざ
い
」
に
つ
い
て

質
問

答
弁

質
問

答
弁

県道30号線沿いの農地の現状県道30号線沿いの農地の現状

民営化の対象とされている夕陽館民営化の対象とされている夕陽館

　
保
育
施
設
の
質
的
内
容
の
向
上
は
。

　
子
ど
も
の
豊
か
な
育
ち
を
支
え
る
環

境
整
備
、
保
育
士
の
力
量
向
上
に
向
け

た
研
修
の
支
援
、
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
の
出
産
前
か
ら
就
学
前

母
子
の
支
援
に
努
め
る
。

　
大
和
保
育
所
に
お
け
る
運
営
に
関
す

る
審
議
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
基
に
議

論
す
る
。民
営
化
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

丁
寧
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
検
討
す
る
。

　
福
津
市
保
幼
小
接
続
推
進
協
議
会
の

進
め
方
は
。

　
幼
児
教
育
か
ら
小
学
校
教
育
ま
で
の

円
滑
な
接
続
を
目
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が

連
携
し
合
同
研
修
や
接
続
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
作
成
に
努
め
て
い
る
。

　
新
設
校
建
設
の
具
体
的
内
容
お
よ
び

小
中
一
貫
教
育
は
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
竹
尾
緑
地
に
中
学
校
新
設
を
進
め
て

い
た
が
、
凍
結
中
で
あ
る
。
小
中
一
貫

教
育
で
は
、
児
童
・
生
徒
・
教
職
員
に

よ
り
良
い
教
育
環
境
と
な
る
よ
う
各
中

学
校
区
の
実
情
に
応
じ
た
内
容
で
進
め

る
予
定
で
あ
る
。

行
財
政
集
中
改
革

プ
ラ
ン
の
見
直
し
は

問

問

答

保
育
の
質
の
向
上
や

環
境
整
備
の
充
実
に
努
め
る

幼
児
教
育
の
充
実
を

答 問答 問

　
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
が
平
成
28

年
度
に
策
定
さ
れ
た
が
、
平
成
29
年
２

月
か
ら
８
月
に
プ
ラ
ン
全
体
の
見
直
し

が
検
討
さ
れ
、
年
間
取
り
組
み
検
証
が

公
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
公
共
施

設
の
う
ち
５
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の

後
の
取
り
組
み
や
進
捗
状
況
の
公
表
や

説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
。

　
夕
陽
館
は
民
営
化
を
推
進
、
エ
ン
ゼ

ル
ス
ポ
ッ
ト
は
廃
止
、
他
の
３
施
設
に

つ
い
て
は
当
面
現
状
維
持
と
し
て
い

る
。
検
討
す
る
期
間
を
設
け
、
取
り
組

み
内
容
の
公
表
は
な
る
べ
く
早
い
段
階

で
行
っ
て
い
く
。

　

　
エ
ン
ゼ
ル
ス
ポ
ッ
ト
の
廃
止
を
こ
の

時
期
に
急
に
決
め
た
の
は
な
ぜ
か
。
周

知
期
間
が
あ
ま
り
に
も
短
く
乱
暴
で
あ

る
。
働
い
て
い
る
職
員
や
利
用
者
の
こ

と
を
大
切
に
考
え
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。

　
働
い
て
い
る
職
員
や
利
用
者
に
は
、

も
っ
と
早
い
時
期
で
決
断
し
周
知
す
べ

き
だ
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。
契
約
期

間
は
昨
年
11
月
ま
で
だ
っ
た
が
３
月
ま

で
延
長
し
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
家
賃
交
渉

や
民
間
業
者
と
の
調
整
な
ど
を
行
い
協

議
し
て
き
た
。
し
か
し
、
中
期
財
政
見

通
し
や
学
校
建
設
の
面
か
ら
も
、
財
源

捻
出
が
最
優
先
と
な
り
廃
止
を
決
定
し

た
。

中学校建設候補地の竹尾緑地駐車場周辺中学校建設候補地の竹尾緑地駐車場周辺

閉館のお知らせが寂しいエンゼルスポット閉館のお知らせが寂しいエンゼルスポット

質
問

答
弁

質
問

答
弁

問答答 問

八尋　浩二

尾島　武弘

田中　純子

下山　昭博

答 問問 答

見
直
し
後
の
基
本
方
針
を

早
急
に
決
定
し
公
表
す
る
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一般質問ここが
聞きたい



次回定例会のお知らせ

日程等は変更になる場合があります。
最新情報はこちらへ。

6月 16日（火）開会
6月 29日（月）閉会予定

下記議案については全員賛成で同意・可決
○は賛成　●は反対　－は欠席※議長は可否同数の時以外は表決に参加しません

議員名

議案名

結
　
果

可
決

可
決

江
上
　
隆
行

米
山 

　
信

椛
村
　
公
彦

榎
本
　 

博

戸
田
　
進
一

横
山
　
良
雄

蒲
生 

　
守

中
村
　
清
隆

髙
山
　
賢
二

下
山
　
昭
博

尾
島
　
武
弘

中
村
　
晶
代

田
中
　
純
子

八
尋
　
浩
二

石
田
ま
な
み

秦
　
　
浩

森
上
　
晋
平

福
井
　
崇
郎

教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて
同意第1号

令和２年度福津市国民健康保険事業特別会計予算について
議案第8号

可
決 令和２年度福津市後期高齢者医療事業特別会計予算について
議案第9号

可
決 福津市部落差別の解消の推進に関する条例の制定について
議案第13号

可
決 福津市国民健康保険税条例を改正することについて
議案第21号

可
決 福津市エンゼルスポット条例の廃止について
議案第25号

不
採
択「地域分別収集のあり方について」の請願
請願第1号

賛  否  表

○ ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

● ● ● ○ ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ●

　「
ぎ
か
い
だ
よ
り
」
を
作
る
委

員
と
な
り
、
ち
ょ
う
ど
１
年
。
不

得
手
な
パ
ソ
コ
ン
や
、
聞
き
な
れ

な
い
議
会
用
語
に
あ
た
ふ
た
し
て

い
た
昨
年
よ
り
は
、
ほ
ん
の
僅
か

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
出
来

る
こ
と
が
増
え
成
長
で
き
た
か
な

と
自
分
を
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

　
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
見
や
す

い
議
会
の
お
知
ら
せ
や
説
明
が
で

き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
が
ま

だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

　
今
後
は
「
議
会
だ
よ
り
ま
だ
か

な
、
早
く
読
み
た
い
ね
。」
と
心

待
ち
に
し
て
頂
け
る
よ
う
な
紙
面

づ
く
り
を
目
標
に
、
素
敵
な
仲
間

と
話
し
合
い
、
知
恵
を
出
し
「
共

助
と
共
働
」
の
精
神
を
生
か
し
な

が
ら
臨
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
田
中
　
純
子

① 

応
募
の
き
っ
か
け
は

　 

　
趣
味
で
絵
を
描
い
て
お
り
、
得
意
な
こ
と
を

活
か
し
た
い
と
思
っ
て
応
募
し
ま
し
た
。

② 

今
回
の
絵
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
描
か
れ
ま
し
た
か

　 

　
厳
か
な
宮
地
嶽
神
社
を
バ
ッ
ク
に
、
２
人
の

微
笑
ま
し
い
様
子
が
伝
わ
れ
ば
良
い
な
と
思
い

ま
す
。

③ 

今
後
の
抱
負
は

　 

　
自
然
が
多
く
、
伝
統
的
な
建
造
物
が
身
近
に

あ
る
福
津
市
は
と
て
も
魅
力
的
。
こ
の
魅
力
を

多
く
の
人
に
伝
わ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
ま

た
一
年
通
し
て
絵
を
描
く
こ
と
で
市
の
色
々
な

景
色
を
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

福
津
市
議
会
だ
よ
り
60
号
の
10
ペ
ー
ジ
に「
茨

城
県
取
手
市
」
を
「
千
葉
県
取
手
市
」
と
誤

記
し
て
い
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

編
集
後
記

発
行
責
任
者

委

員

長

副
委
員
長

委

員

江
上
　
隆
行

蒲
生
　
　
守

福
井
　
崇
郎

森
上
　
晋
平

田
中
　
純
子

中
村
　
晶
代

下
山
　
昭
博

議会広報調査特別委員会

同意第　２号
同意第　３号
同意第　４号
同意第　５号
同意第　６号
同意第　７号
議案第　１号
議案第　２号
議案第　３号
議案第　４号
議案第　５号
議案第　６号
議案第　７号
議案第１０号
議案第１１号
議案第１２号
議案第１４号
議案第１５号
議案第１６号          
議案第１７号       
議案第１８号          
議案第１９号                      
議案第２０号    
議案第２２号           
議案第２３号          
議案第２４号      
議案第２６号

ふ
ん
ち
ゃ
ん
の

自
己
紹
介

私
は
福
津
市
の
古
墳
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
。体
と
頭
は
前

方
後
円
墳
、
頭
に
は
市
の

花
に
も
な
っ
て
い
る
「
あ

ん
ず
」
の
実
を
モ
チ
ー
フ

に
デ
ザ
イ
ン
し
て
も
ら
っ

た
よ
！
こ
れ
か
ら
議
会
だ

よ
り
の
中
で
ク
イ
ズ
を
出

し
て
い
く
か
ら
、
私
を
探

し
て
ね
！

本会議の様子をインターネットで生中継・
録画配信しています！
録画中継は議会閉会後、概ね10日以内に配
信します。

▶議会の動画を
　配信しています。 傍聴希望日の5日前まで（土・日・

祝日除く）のお申し込みが必要で
す。託児料は300円です。
詳しくは、議会事務局（43-8144）
にお尋ねください。お気軽にお越
しください。

今後の定例会の予定

福津市議会　中継 検  索

議会を傍聴してみませんか

託児サービスがあります

作　者　繁澤　遊子
住　所　西福間在住
職　業　主　婦

はんざわ ゆうこ

教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて                      
人権擁護委員候補者の推薦について
人権擁護委員候補者の推薦について
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて                      
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて
平成３１年度（令和元年度）福津市一般会計補正予算(第５号)について                      
平成３１年度（令和元年度）福津市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）について
平成３１年度（令和元年度）福津市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）について
平成３１年度（令和元年度）福津市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）について
平成３１年度（令和元年度）福津市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第２号）について
平成３１年度（令和元年度）福津市公共下水道事業会計補正予算（第２号）について
令和２年度福津市一般会計予算について
令和２年度福津市介護保険事業特別会計予算について                      
令和２年度福津市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について                      
令和２年度福津市公共下水道事業会計予算について                      
古賀市汚泥再生処理センター海津木苑（仮称）の建設及びし尿処理に関する事務委託に関する規約の締結について                      
福津市一般職の職員の給与に関する条例を改正することについて                      
福津市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例を改正することについて                      
福津市災害弔慰金の支給等に関する条例を改正することについて                      
福津市営住宅管理条例及び福津市若年者専修学校等技能習得資金貸与条例を改正することについて
福津市附属機関設置条例を改正することについて
福津市印鑑条例を改正することについて                      
福津市健康福祉総合センター条例を改正することについて                      
福津市公共下水道事業の設置等に関する条例及び福津市監査委員条例を改正することについて                      
福津市認可地縁団体印鑑条例を改正することについて                      
市道路線の認定及び変更について

表
紙
絵
に
つ
い
て
、
繁
澤
遊
子
さ
ん
よ
り
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①ふんちゃん
②福津市議会の議員数は18人
③議会定例会は1年間に4回
④約415憶円

ふんちゃんを探せ
！

ふんちゃんクイズ
 答え

9月1日㈫開会
11月24日㈫開会
令和3年 2月15日㈪開会
令和3年 3月11日㈭開会

 9月定例会

12月定例会

 2月臨時会

 3月定例会

議会にアクセスしよう！

19 18

賛
否
表



表紙絵募集にたくさんのご応募
ありがとうございました。

　第60号で表紙を飾る絵を募集したところ、たくさんのご応募をいただきました。
　議会広報調査特別委員会で厳正なる選考を行い、西福間在住の繁澤 遊子さんの絵を
採用することにしました。繁澤さんには、今号から１年間「世代をつなぐ」をテーマに市内
の風景やイベントの絵で表紙を飾っていただきます。
　また、惜しくも選考されなかった作品も福津市の風景やいきいきとした人たちを描い
た素晴らしい絵ばかりでした。感謝の気持ちを込めて、応募された作品を紹介いたします。

はんざわ ゆうこ
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